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まえがき

この規格は，工業標準化法に基づいて，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日

本工業規格である。

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO 9329-2，Seamless steel tubes for

pressure purposes－Technical delivery conditions－Part 2：Unalloyed and alloyed steels with specified elevated

temperature properties を基礎として用いた。

JIS G 7220 には，次に示す附属書がある。

附属書 A（参考）長時間クリープ破断応力値

圧力用継目無鋼管の規格群には，次に示す部編成がある。

JIS G 7219：室温用炭素鋼管

JIS G 7220：高温用炭素鋼管及び合金鋼管

JIS G 7221：低温用炭素鋼管及び合金鋼管

JIS G 7222：オーステナイトステンレス鋼管
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著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本工業規格　　　 JIS
G 7220：2003

(ISO 9329-2：1997)

圧力用継目無鋼管－技術的受渡条件－

第 2 部：高温用炭素鋼管及び合金鋼管（ISO 仕様）

Seamless steel tubes for pressure purposes－Technical delivery conditions
－Part 2:Unalloyed and alloyed steels with specified elevated temperature

properties (ISO specifications)

序文　この規格は，1997 年に第 1 版として発行された ISO 9329-2:1997，Seamless steel tubes for pressure

purposes－Technical delivery conditions－Part 2:Unalloyed and alloyed steels with specified elevated temperature

properties を翻訳し，技術的内容及び規格票の様式を変更することなく作成した日本工業規格である。

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある“箇所”は，原国際規格にはない事項である。

1. 適用範囲　この規格は，炭素鋼及び合金鋼から製造され，高温特性が規定された円形断面をもつ継目

無管（以下，管という。）の技術的受渡条件について規定する。

ここでの管類は，高温下，例えば，蒸気発生装置の製造，連結配管などで使用されるもので，高圧下で

の使用を前提とする。

使用者は，使用に際して，適切な適用規格及び国内の法的関連規定の要求事項を考慮しなければならな

い。

この規格は，非円形断面をもつ管の製造に対しても，基本規格として使用してもよい。この場合，この

規格に規定されている化学成分及び機械的性質の規定値は適用してもよいが，そのほかの規定値について

は，受渡当事者間の協定による。

技術的受渡条件の一般事項は，JIS G 0404 による。

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。

ISO 9329-2:1997，Seamless steel tubes for pressure purposes－Technical delivery conditions－Part

2:Unalloyed and alloyed steels with specified elevated temperature properties (IDT)

参考1. 原文の“tube：管”と“pipe：パイプ”とは，同義語とする。

2. ボイラ及び圧力容器に関する国際規格としては，ISO/R 831 及び ISO 5730 が適用可能である。

3. ISO 9329 は，現在，次のそれぞれの部が適用可能か又は作成段階にある。

4. ISO 9329 は既に制定されている。

－ 第 1 部：室温用炭素鋼管（ISO 2604-2：1975 の部分改正）

－ 第 3 部：低温用炭素鋼管及び合金鋼管（ISO 2604-2：1975 の部分改正）

－ 第 4 部：オ－ステナイトステンレス鋼管（ISO 2604-2：1975 の部分改正）


